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論 文 内 容 の 要 旨
悪性塵癌に関する生化学, 或いは生物学等の基礎的な研究成績の増大とともに, 近年悪性鷹揚に対する
化学療法の諸知見も次第に増大しつつある｡ しかしながらいまだ臨床領域とくに外科領域での試用成績は










体重 100g前後の ドンリュウ系ラッテを用い股静脈より吉田肉膿細胞を注入し, 同時に転移の防止或い
は小農虜巣の治療を目的として血液凝固抑制剤と制癌剤の併用療法を行ない, 生存率, 剖検所見等を検討
し, 同時に制癌剤或いは血液凝固抑制剤の単独投与を行ない, その成績と比較検討した｡
1) MitomycinC単独使用群において MitomycinC の投与量を種々検討した結果 1･Omg/kgの
投与が最も生存率がよく, 実験動物25匹中, 2匹8%において長期生存例が見 られた｡ なお長凱生存を見
た2匹中, 1匹においては屠殺後の剖検所見において顕微鏡的に鹿癌細胞を見出し得ず, 完全治癒が期待
された｡
2) 血液凝固抑制剤として Heparinをとりあげたが, Heparin単独使用群では実験動物30匹中, 3
匹において長期生存例が見 られた｡ またこれら長期生存例 3 匹申 , 2 匹においては, 屠殺後の剖検所見か
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ら完全治癒が期待された｡
3) MitomycinCの最適嵐と Heparinを同時に併用すると実験動物30匹申 , 8匹26.7% において長
期生存が得られ, Heparin単独投与, MitomycinC最適量の単独投与群の成績に比して生存率の上から
はるかに良好な成績が得 られた｡ また長期生存例については屠殺し諸臓器につき顕微鏡的に転移の有無を
詳細に検討したが, 長期生存例8匹中, 7匹約90%において腫癌細胞を見出し得なかった｡ したがって長
期生存例中, 完全治癒が期待される群についても Heparinまたは MitomycinCの単独投与群のそれに
比して, 本群でははるかに良好な成績が得 られた｡
4) Heparin投与群では Heparin投与のためと考えられる出血傾向等はなんら見出し得なかった｡
5) 対照として蛋白融解作用は明らかであるが, フィブリン生成阻止作用を有しない Chymotrypsin








体重 100gr前後の ドンリュウ系ラッテを用いて, その股静脈から吉田肉塵細胞を注入し, 同時に制癌剤
として MitomycinC, 血液凝固抑制剤としてHeparinをそれぞれ単独および両者の合併投与を行ない制
癌効果を比較した｡ その結果 Mitomycin は 1.0mg/Kg投与が最も生存率よく25匹中2匹 (8% ) に
長期生存が見 られそのうち1例は剖検上腔湯を兄いだし得なかった｡ 次に Heparin単独投与群では30匹
中3匹 (10%)に長期生存例を得, かつそのうち2匹は鷹揚陰性である｡ つまり Heparjnだけでも癌の
血行転移をある程度防ぎ得るということになる｡ さらに Mitomycinと Heparin とを併用した群では30
匹中8匹すなわち26.7%に長期生存をみ, かつそのうち7匹は剖検上腫癌を兄いだし得なかった｡ すなわ
ち血液凝固抑制剤と制癌剤との併用は腰湯の転移防止に有力な手段として臨床的に応用さるべきものであ
り, この際の Heparinの効果はフィブリン形成抑制に起因するものと考えられる｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学偉論文として価値あるものと認定する｡
ー 463 -
